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⽬利き⼈材育成プログラムの⽬的と強み
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●プログラムの⾒直しにより、常に時流に沿った鮮度の⾼い研修の実現

●実務に役⽴つ分析評価ツール等の提供

●応募の約50％が所属機関や修了⽣からの推薦＝受講
対象機関における⾼い信頼性

講 師︓第⼀線で活躍する現役実務者
受講者︓産学官連携業務に従事する⽅
会 場︓JST東京本部別館
年間開催⽇数︓14⽇程度

概要コース名
⼤学等の研究開発プロジェクトの推進・管理において必要な
基礎知識の体系的な習得、産学官連携⽀援における⼀連
の業務の全体を俯瞰し、次期ステップへの提案までを⾒据え
たプロジェクト推進のポイントを学びます。

研究推進
マネジメントコース

事業化をプロデュースできる⼈材の育成をめざし、座学講義、
ケーススタディに基づく対話型のグループ討議、受講者⾃⾝
の活動事例を多⾯的に評価分析することにより、実務能⼒
のスキルアップを図ることを⽬的としています。

バリュー
プロデュースコース

利益相反や事業リスク、資本政策を知り、起業のための環
境構築に必要な知識を体系的に習得し、起業について具
体的なビジョン（ビジネスプラン）を描くことを⽬指します。

起業環境
整備⽀援コース

中上級

上 級

▼

▼

●産学官連携活動の⼀層の推進

・全体俯瞰、全体最適の視点の醸成
・三者が相互理解した上で、それぞれの⽴ち位置
での強みを⽣かし、弱みを補完、連携する必要性
があることの気づきを付与

初 級

受講⽣の業務
における有効
度97％以上

‐産学官連携に必要な知識の習得と⼈的ネットワーク構築のためのスキルアップ研修‐

●対話型のグループ討議等を通じて⼈的ネットワークを構築

●成功・失敗例の検証、フィードバックによる実践能⼒の向上
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・事業化シナリオはどのような研究開発テーマにも適⽤できるものであり、産学連携コ
ーディネータ業務のみならず、⾃⾝の今後の研究開発業務にも活かせるものと感じま
した。

受講⽣の声
・実際にビジネスプランを作ってみることは独学では難しいため、講師がついて体験でき
る機会は⾮常に意義深いと思います。

・特許検索の考え⽅や検索⽅法のみならず、パテントマップ作成にいたる解析テクニッ
クは、どのような研究開発案件に携わろうとも必須といえるほど関係してくるものであり、
事業化に⾄る技術ロードマップにも組み込めるなど、新しい活⽤⽅法も知ることができ、
活⽤の幅が広がりました。

・グループ討議を通じて、実際に研究開発型ベンチャーが直⾯しがちな問題にどう対
処するかを検討することができたのがよかったです。各課程で学んだ知識を⽣かすこと
ができるような事例となっており、知識の定着にも役⽴ったように思います。

・利益相反について多くの時間を使って検討することができたのはとても有益であり、⼤
学や国研等が社会的責任を果たしていないというバイアスをかけられないためにも、き
ちんとマネジメントすることの必要性・重要性を理解できたことが良かったと思います。
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⽬利き⼈材育成プログラムの流れ〜知財について〜

①事前課題で特許情報調査を演習
→知財に関する各種ツールの活⽤⽅法

②講義で知財について深掘り

令和4年度⽬利き研修講義資料より引⽤
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⽬利き⼈材育成プログラムの流れ〜知財について〜

③グループ討議でファシリテートのグループ討議講師を交え、意⾒交換をしながらグ
ループでパテントマップを作成

2013年度⽬利き研修「実⽤化コース」是枝講師資料より抜粋
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⽬利き⼈材育成プログラムの流れ〜バリュープロデュースコース〜

［ロードマップ］

・各回のグループ討議で様々な分析評価ツールを⽤い、具体的な技術シーズをケース事例として分析
→とりまとめた結果をグループごとに発表し、受講者全員で共有。

［トリアージ］ ［S-N変換］

・第1回から多⾯的に検討してきた技術シーズで事業化シナリオを作成→作成したツールを⽤いてグループ
ごとに発表し、受講者全員で共有→技術シーズをご提供いただいた研究者に各グループの事業化シナリオ
を講師から報告、講評をいただく。
［事業化シナリオ作成ツール］

⽬利き研修HP、令和4年度⽬利き研修講義資料より引⽤



⽬利き研修で取り上げたスタートアップ事例の⼀例
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・常に時流を読み、その分野の第⼀線で活躍する⽅を講師に迎え、成功・失敗体験を実事例としてご紹介い
ただく講義スタイル。

令和4年度⽬利き研修講義資料より引⽤



令和5年度の⽬利き研修プログラム（予定）
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➢公募予定︓令和5年5⽉以降 ※コース等は変更となる場合があります。
➢公募情報は、⽬利き研修ホームページに掲載し、お申し込みも受付いたします。

公募情報︓https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/mekiki/koubo/index.html
【お問い合わせ】科学技術イノベーション⼈材育成部 TEL:03-5214-8446／E-mail︓mekiki@jst.go.jp


